
三四 　
　
さ
れ
た
政
府
が
ロ
シ
ア
の
経
済
的
運
命
を
決
定
す
る
よ
う
に
た
れ
ば
、
い

　
　
か
た
る
点
に
。
お
い
て
も
情
勢
は
異
っ
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
世
界
市
場
に
お
げ
る
ド
イ
ツ
の
地
位

（
１
）
　
こ
れ
は
一
八
九
三
年
の
場
合
。

　
都
市
と
鉄
道

（
１
）
　
ド
イ
ツ
帝
国
統
計
月
報
、
一
八
八
四
年
、
ｙ
、
九
べ
－
ジ
。

（
２
）
主
に
奉
公
人
。
官
庁
統
計
は
、
奉
公
人
を
「
就
業
者
」
に
と
く
に
挙
げ

　
　
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
■
奉
公
人
を
就
業
老
と
し
て
計
算
に
。
入

　
　
れ
た
と
い
う
限
り
で
、
こ
れ
を
訂
正
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
の
比

　
　
率
は
官
庁
の
そ
れ
と
完
全
に
は
一
致
し
た
い
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
に
。
と
っ

　
　
て
は
、
就
業
者
数
だ
け
で
は
な
く
て
、
就
業
能
力
も
間
題
と
た
る
。

（
３
）
　
現
役
軍
人
も
含
む
。

（
４
）
　
大
都
市
で
も
ド
イ
ソ
全
体
で
も
、
主
と
し
て
年
金
生
活
者
。

（
５
）
　
個
六
の
ド
イ
ツ
の
大
都
市
で
さ
え
も
、
一
八
八
二
年
に
は
ほ
と
ん
ど
同

　
　
じ
比
率
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ル
リ
ソ
五
〇
・
八
、
ハ
ソ
ブ
ル
ク
四

　
　
〇
・
八
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
四
一
・
五
、
ミ
ュ
ソ
ヘ
ソ
四
〇
・
四
、
ド
レ
ス
デ

　
　
ソ
四
一
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
四
一
・
四
、
ケ
ル
ソ
四
一
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル

　
　
ク
三
〇
・
八
、
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ソ
三
五
・
七
、
　
ハ
ノ
ー

　
　
フ
ァ
ー
四
五
、
シ
ュ
ト
ッ
ツ
ガ
ル
ト
四
二
・
五
、
ブ
レ
ー
メ
ソ
四
四
、
ダ

　
　
ソ
チ
ヅ
ヒ
三
六
・
七
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
四
〇
・
三
、
ニ
ュ
ル
ソ
ベ
ル

　
　
ク
五
一
・
九
で
あ
る
。

（
石
）
　
ベ
ル
リ
ソ
の
よ
う
な
個
々
の
都
市
で
は
、
既
製
服
業
は
き
わ
だ
っ
た
輸

　
　
出
産
業
で
あ
る
。

共
同
研
究
室

共
同

研
究

昭
和
四
九
年
度
第
三
回
研
究
会
（
六
月
二
十
一
日
）

　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
戦
後
労
働
運
動
の
時
期
区
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
報
告
者
　
塩
田
庄
丘
一
衛
氏

　
報
告
要
旨

一
　
歴
史
に
。
お
げ
る
時
代
区
分
は
、
杜
会
構
成
体
の
変
革
を
基
準
に
し

て
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
資
本
主
義
発
達
史
（
近
代
史
、
現
代
史
）
に
お
げ
る
時
期
区
分
は
、
資

本
主
義
杜
会
を
構
成
す
る
諾
階
級
の
相
互
関
係
、
す
な
わ
ち
対
抗
と
連

帯
の
関
係
、
そ
こ
で
の
矛
盾
の
あ
り
方
の
変
化
・
発
展
に
即
し
て
お
こ

た
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ぼ
、
日
本
資
本
主
義
一
〇
〇
年
の
歴
史

に
つ
い
て
は
、
本
源
的
蓄
積
期
、
資
本
主
義
の
成
立
期
、
帝
国
主
義
へ

の
移
行
期
、
独
占
資
本
主
義
の
確
立
と
全
般
的
危
機
の
開
始
期
、
日
本

帝
国
主
義
の
崩
壊
期
、
さ
ら
に
対
米
従
属
下
の
国
家
独
占
資
本
主
義
期

な
ど
に
段
階
区
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
労
働
運
動
史
の
時
期
区
分
と
な
る
と
、
確
固
と
し
た
理
論

的
基
準
は
、
ま
だ
う
ち
立
て
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

二
　
戦
後
三
〇
年
の
日
本
の
労
働
運
動
の
な
か
に
は
　
　
戦
前
と
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
（
四
三
七
）

、



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）

べ
て
大
き
た
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
　
　
諾
階
級
と
諸
階
層

の
あ
い
だ
の
力
関
係
に
は
一
定
の
変
化
が
お
こ
っ
た
と
は
い
え
、
基
本

的
に
目
本
の
階
級
関
係
が
変
革
さ
れ
、
国
家
権
力
の
性
格
が
根
本
的
に

か
わ
っ
た
わ
げ
で
は
た
い
。
日
本
は
依
然
と
し
て
対
米
従
属
下
に
あ
っ

て
、
資
本
主
義
的
階
級
矛
盾
を
基
礎
に
す
る
高
度
に
発
達
し
た
資
本
主

義
国
で
あ
る
。
戦
後
三
〇
年
の
労
働
運
動
の
時
期
区
分
が
問
題
に
た
る

の
は
、
こ
の
よ
う
た
基
本
的
条
件
の
も
と
で
の
話
で
あ
る
。

１
三
　
私
は
か
つ
て
「
戦
後
労
働
運
動
史
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
」
論
文

を
執
筆
し
（
杜
会
政
策
学
会
年
報
第
一
五
集
『
戦
後
労
働
運
動
の
展
開
過
程
』

一
九
六
八
年
四
月
、
御
茶
の
水
書
房
刊
、
の
ち
論
文
集
『
現
代
労
働
組
合
運
動

論
』
所
収
、
一
九
六
九
年
六
月
、
労
働
旬
報
杜
刊
）
、
そ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ

て
い
た
戦
後
労
働
運
動
史
に
つ
い
て
の
諸
著
作
が
採
用
し
て
い
る
時
期

区
分
を
検
討
し
、
ど
く
に
栗
木
安
延
、
清
水
慎
三
両
氏
の
時
期
区
分
に

っ
い
て
の
見
解
を
検
討
し
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
自
説
を
述
べ
た
。

　
時
期
区
分
の
問
題
を
考
え
る
さ
い
に
、
資
本
主
義
の
発
展
段
階
を
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
考
慮
せ
ね
ぱ
た
ら
ぬ
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
粟
木
安
延
氏
の
よ
う
な
産
業
構
造
論
の
見
地
か
ら
の
時
期
区

分
、
す
た
わ
ち
経
済
過
程
に
即
し
た
時
期
区
分
を
、
そ
の
ま
ま
労
働
運

動
の
時
期
区
分
に
適
用
す
る
わ
げ
に
も
い
か
な
い
と
思
う
。
両
者
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
　
（
四
三
八
）

い
だ
に
は
密
接
な
対
応
関
係
は
あ
る
が
、
労
働
運
動
史
に
は
、
相
対
的

に
独
自
な
観
点
か
ら
時
期
区
分
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
ま
し
て
戦
後

三
〇
年
と
い
う
よ
う
な
短
期
間
を
対
象
と
す
る
ぱ
あ
い
、
両
者
の
あ
い

だ
に
多
少
の
ズ
レ
が
お
こ
る
こ
と
は
や
む
え
を
え
な
い
と
思
う
。
労
働

運
動
を
観
定
す
る
要
因
に
は
、
産
業
構
造
の
変
化
の
強
い
影
響
の
ほ
か

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
け
る
国
際
・
国
内
の
政
治
・
経
済
・
杜

会
の
情
勢
を
反
映
し
た
国
家
の
労
働
政
策
や
資
本
の
労
務
対
策
等
の
一

定
の
作
用
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
労
働
運
動
は
、
何
よ
り

も
労
働
者
階
級
の
主
体
的
な
運
動
で
あ
る
か
ら
「
組
織
や
意
識
状
態
、

さ
ら
に
指
導
路
線
の
性
格
や
戦
術
の
特
徴
匁
ど
に
。
よ
っ
て
、
運
動
が
歴

史
的
特
徴
を
し
め
す
こ
と
を
重
視
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
清
水
慎
三
氏
が

強
調
す
る
「
運
動
主
体
の
内
面
観
察
」
が
、
指
導
グ
ル
ー
プ
の
人
間
関

係
に
つ
い
て
の
消
息
や
指
導
者
の
主
観
的
意
図
の
偏
重
に
な
っ
た
り
、

運
動
者
の
個
人
的
な
体
験
と
実
感
に
即
し
す
ぎ
る
と
客
観
性
を
そ
こ
た

う
お
そ
れ
は
あ
る
が
、
運
動
で
あ
る
以
上
、
人
問
的
要
素
も
無
視
は
で

き
な
い
。
要
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
要
因
を
ひ
ろ
く
視
野
に
入
れ
、
そ

の
か
ら
み
あ
い
を
総
合
し
て
、
運
動
主
体
と
客
観
条
件
と
の
対
応
関
係

を
統
一
的
に
把
握
し
、
運
動
の
路
線
、
潮
流
の
特
徴
の
変
化
を
検
討
す

る
と
こ
ろ
に
、
運
動
史
研
究
の
課
題
が
あ
り
、
時
期
区
分
論
の
任
務
が



あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
諸
家
の
時
期
区
分
に
か

た
り
の
共
通
性
が
み
と
め
ら
れ
る
一
方
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
い
だ
に

多
少
の
く
い
ち
が
い
が
あ
る
の
も
、
労
働
運
動
を
構
成
し
て
い
る
ど
の

要
因
に
重
点
を
お
い
て
特
徴
づ
げ
を
こ
こ
ろ
み
る
か
の
見
地
の
ち
が
い

を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
塩
田
が
現
在
と
っ
て
い
る
時
期
区
分
は
、
最
近
著
『
新
版
・
日
本

労
働
運
動
の
歴
史
』
（
一
九
七
四
年
五
月
、
労
働
旬
報
杜
）
に
適
用
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
要
点
は
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
戦
後
の
労
働
運
動
を
、
一
九
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
で
前
後

の
時
期
に
区
切
る
。

　
第
一
期
は
「
占
領
下
の
”
民
主
化
〃
政
策
と
労
働
運
動
の
大
衆
化
」
を

特
徴
と
す
る
時
期
で
、
い
「
労
働
運
動
の
高
揚
期
」
と
基
本
的
に
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
敗
戦
か
ら
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
闘
争
ま
で
の
時
期
と
、

○
そ
の
後
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
に
い
た
る
「
占
領
政
策
の
反
動
化
と
労
働

戦
線
の
分
裂
」
を
特
徴
と
す
る
時
期
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
期
は
、
　
「
独
占
資
本
主
義
・
軍
国
主
義
の
復
活
・
強
化
と
独
立

・
平
和
・
氏
主
主
義
・
生
活
向
上
の
た
た
か
い
の
発
展
」
を
特
徴
と
す

る
と
概
括
で
き
る
時
期
で
、
最
近
に
い
た
る
。
そ
の
う
ち
を
、
Ｈ
「
サ

ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
体
制
の
成
立
と
総
評
の
結
成
・
発
展
」
を
中
心
に
展

　
　
　
　
共
同
研
究
室

開
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
か
ら
五
四
年
ご
ろ
ま
で
の
時
期
と
、
ｏ
「
”
生

産
性
向
上
運
動
。
と
労
働
運
働
の
統
一
と
団
結
の
強
化
」
で
特
徴
づ
げ

ら
れ
る
一
九
五
五
年
の
「
神
武
景
気
」
か
ら
六
〇
年
の
「
安
保
と
三
池
」
の

た
た
か
い
ま
で
の
時
期
と
、
嘗
「
”
高
度
経
済
成
長
”
と
統
一
戦
線
運

動
の
発
展
」
を
特
徴
と
す
る
六
〇
年
代
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
総
合
戦
後
史
年
表
　
　
一
九

四
五
－
一
九
七
一
』
（
一
九
七
一
年
十
一
月
）
は
、
五
年
周
期
で
時
期
区
分

し
て
い
て
、
ほ
ぼ
私
の
運
動
史
の
時
期
区
分
と
一
致
す
る
。

　
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
げ
て
、
世
界
資
木
主
義
の
全
般
的

危
機
が
新
し
い
深
ま
り
を
み
せ
、
日
本
の
階
級
闘
争
も
新
し
い
段
階
に

は
い
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
を
画
期
と
す
る
か
は
、
い

ま
し
ぼ
ら
く
歴
史
の
展
開
を
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
．

六
　
日
本
資
本
主
義
の
大
き
な
構
造
変
化
の
画
期
で
あ
っ
た
一
九
六
〇

年
が
、
労
働
運
動
に
■
あ
た
え
た
影
響
を
精
密
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
　
「
高
度
成
長
」
過
程
で
の
新
し
い
段
階
と
考
え
ら
れ
る
一

九
六
五
年
を
、
労
働
運
動
の
画
期
と
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

七
　
時
期
区
分
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
歴
史
過
程
の
特
徴
を
総
括

す
る
役
に
立
つ
し
、
さ
ら
に
そ
の
た
め
に
必
要
で
も
あ
る
し
、
ま
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七
　
（
四
三
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）

ち
お
う
設
定
さ
れ
た
時
期
区
分
を
尺
度
に
し
て
、
さ
ら
に
深
く
運
動
を

分
析
す
る
た
め
の
理
論
的
道
具
と
し
て
も
役
立
づ
と
思
う
。

昭
和
四
九
年
度
第
四
回
研
究
会
（
七
月
五
日
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
階
級
論
ノ
ー
ト
作
成
の
た
め
の
準
備
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
報
国
運
動
分
析
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
視
角
確
定
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
報
告
者
　
三
好
正
巳
氏

　
報
告
要
旨
　
小
稿
は
、
共
同
研
究
室
で
の
報
告
を
も
と
に
、
同
報
告

で
割
愛
し
た
部
分
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
若
干
の
検
討
を
付
加
し
た
内
容

を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
要
約
に
あ
た
っ
て
は
、
報
告
の
順

序
・
構
成
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
ま
と
め
た
。

　
一
、
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
位
置

　
今
目
、
国
家
独
占
的
観
制
の
発
展
が
、
帝
国
主
義
に
固
有
た
反
動
的

傾
向
を
一
層
強
め
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
体
の
樹
立
が

「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
段
階
に
は
い
っ
た
す
べ
て
の
国
に
共
通
な
」

政
治
傾
向
を
表
現
す
る
も
の
と
次
っ
た
（
ソ
連
邦
科
学
ア
ヵ
デ
ミ
ー
、
世

界
経
済
・
国
際
関
係
研
究
所
編
、
国
際
関
係
研
究
所
訳
『
現
代
独
占
資
本
主
義
の

政
治
経
済
学
』
下
巻
、
協
同
産
業
出
版
杜
、
一
九
七
三
年
、
三
五
八
頁
）
と
主

張
さ
れ
る
と
き
、
か
っ
て
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
の
過
程
で
、
統
一
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
　
（
四
四
〇
）

線
の
発
展
と
と
も
に
課
題
化
さ
れ
深
め
ら
れ
た
諾
理
論
、
た
と
え
ば
国

家
論
の
内
容
を
一
層
深
め
る
た
め
に
、
今
目
な
お
あ
ら
た
に
、
戦
時
国

家
独
占
資
本
主
義
の
新
し
い
分
析
課
題
が
設
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
新
し

い
分
析
課
題
は
、
す
で
に
、
戦
前
講
座
派
理
論
の
弱
点
と
も
か
か
わ
っ

て
、
戦
後
天
皇
制
論
か
ら
国
家
論
へ
と
再
検
討
が
進
展
す
る
過
程
で
準

備
さ
れ
た
課
題
で
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
新
し
い
課
題
の
も
と
で

は
、
国
家
論
が
、
民
主
主
義
の
間
題
と
か
か
わ
っ
て
重
要
な
課
題
と
な

る
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
前
期
の
民
主
主
義
の
た
め
の
闘
争
の
弱
さ
、
統
一

戦
線
の
未
成
熟
が
、
戦
前
の
日
本
帝
国
主
義
の
崩
壌
（
－
敗
戦
）
の
世
界

史
的
内
容
を
強
く
規
定
し
た
が
、
そ
れ
が
同
時
に
、
敗
戦
以
降
の
労
働

運
動
の
若
干
の
動
揺
を
ふ
く
む
発
展
の
全
過
程
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
う
し
た
戦
前
期
労
働
運
働
の
反
省
こ
そ
、
現
代

資
本
主
義
の
全
機
構
を
鮮
明
に
し
っ
つ
、
こ
の
全
機
構
の
も
と
で
労
働

者
階
級
の
成
熟
を
そ
の
具
体
的
内
容
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
、
現
代
資

本
主
義
の
発
展
史
的
位
置
を
確
定
す
る
論
理
の
構
築
に
貢
献
す
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
二
、
産
業
報
国
運
動
分
析
の
視
角
（
１
）

　
　
　
　
　
　
国
家
論
視
点
か
ら

戦
時
下
の
天
皇
制
は
、
激
化
す
る
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ



た
政
治
的
危
機
、
す
な
わ
ち
、
近
代
天
皇
制
に
お
け
る
政
治
的
国
家
の

動
揺
に
た
い
し
、
金
融
資
木
（
ｎ
財
閥
）
は
金
融
寡
頭
制
支
配
を
一
そ
う

強
化
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
が
、
こ
の
強
化
の
過
程
が
全
般
的
危
機
下

の
恐
慌
か
ら
の
脱
出
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
金
融
資
本
は
軍
部
と
の

妥
協
に
よ
る
金
融
寡
頭
制
支
配
機
構
を
編
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
編
成
は
、
ま
ず
も
っ
て
軍
需
を
積
粁
と
し
た
生
産
機
構
の
編
成
に
ほ

か
な
ら
ず
、
こ
の
編
成
過
程
は
自
主
統
制
か
ら
国
家
統
制
へ
の
移
行
を

通
じ
て
促
進
・
強
化
さ
れ
た
。
金
融
寡
頭
制
支
配
の
強
化
過
程
に
お
け

る
白
主
統
制
か
ら
国
家
統
制
へ
の
移
行
は
、
そ
の
も
と
で
の
資
本
の
集

積
・
集
中
を
促
進
し
つ
つ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
杜
会
的
な
労
資
関
係

を
つ
く
り
あ
げ
た
が
、
そ
れ
は
ま
ず
は
労
働
組
合
を
解
体
し
別
個
の
組

織
を
つ
く
り
、
や
が
て
は
労
資
一
体
の
組
織
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
完
成
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
、
金
融
寡
頭
制
支
配
強
化
に
お

げ
る
近
代
天
皇
制
国
家
の
主
導
性
は
、
労
働
組
合
法
案
と
そ
の
否
決
、

普
選
法
の
制
定
と
杜
会
運
動
の
禁
圧
、
労
働
組
合
、
政
党
の
解
体
と
産

業
報
国
会
の
結
成
お
よ
び
そ
の
大
政
翼
賛
運
動
へ
の
吸
収
と
い
う
歴
史

過
程
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
主
導
性
が
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
と

地
主
独
裁
の
政
治
的
国
家
の
危
機
に
お
い
て
天
皇
制
軍
部
フ
ァ
シ
ス
ト

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
天
皇
制
フ
ァ
シ

　
　
　
　
共
同
研
究
室

ズ
ム
た
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
産
業
報
国
運
動
の
分
析
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
の
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
編
成
さ
れ
た
生
産

機
構
の
一
環
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
制
フ

ァ
シ
ズ
ム
の
生
産
機
構
の
編
成
過
程
の
問
題
と
し
て
産
業
報
国
運
動
を

把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
把
握
に
あ
っ
て
は
、
産
業
報
国
運

動
と
労
働
組
合
運
動
と
の
対
抗
関
係
が
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
対
抗
関

係
に
。
お
い
て
は
民
主
主
義
が
、
そ
し
て
統
一
戦
線
の
問
題
が
重
要
と
な

る
。　

三
、
産
業
報
国
運
動
分
析
の
視
角
（
２
）

　
　
　
　
　
　
階
級
・
階
級
闘
争
論
と
し
て

　
産
業
報
国
運
動
を
労
働
組
合
運
動
と
の
対
抗
の
う
ち
に
把
握
す
る
た

め
に
は
、
そ
こ
に
階
級
・
階
級
闘
争
視
点
を
明
確
に
据
え
る
必
要
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
階
級
の
成
熟
と
い
う
観
点
こ
そ
、
ご
の
対
抗

関
係
の
主
要
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
極
め
手
で
あ
る
。
こ
の
対
抗
関

係
の
も
と
で
の
労
働
者
階
級
の
階
級
的
成
熟
は
、
こ
の
対
抗
関
係
が
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
と
し
て
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
闘
争
で
あ
っ
て
み
れ
ぱ
、

こ
う
し
た
闘
争
を
積
極
的
に
推
進
す
る
に
は
労
働
組
合
で
の
労
働
組
合

主
義
の
克
服
が
そ
の
前
提
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
階
級
の
成

熟
は
、
そ
れ
白
体
矛
盾
対
抗
の
過
程
で
あ
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
の
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
四
四
一
）

○



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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）

的
領
域
を
も
つ
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
領
域
は
、
政
治
的
国
家

の
動
揺
の
も
と
で
進
め
ら
れ
る
金
融
寡
頭
制
支
配
強
化
が
自
主
統
制
組

織
を
国
家
統
制
組
織
へ
と
編
成
し
て
行
く
過
程
に
お
げ
る
対
抗
過
程
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
領
域
は
杜
会
の
全
構
成
を
対
象
と
す
る
ま
で
に

拡
張
す
る
。
っ
ま
り
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
に
お
け
る
民
主
主
義
を
め

ぐ
る
対
抗
過
程
の
拡
が
り
が
、
そ
の
理
論
領
域
を
も
拡
大
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
論
領
域
の
拡
大
は
、
対
象
領
域
を
杜
会
構
成

体
そ
の
も
の
と
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接
に
は
移
行
の
理
論

を
、
そ
し
て
結
局
は
杜
会
の
発
展
法
則
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
帰
結

す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
産
業
報
国
運
動
の
分
析
は
、

結
局
は
、
そ
の
内
容
一
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
天
皇

制
フ
ァ
シ
ズ
ム
そ
の
も
の
の
分
析
に
な
ら
ざ
る
ほ
か
は
な
い
わ
け
で
、

産
業
報
国
運
動
の
独
自
分
析
も
、
そ
の
か
ぎ
り
で
相
対
的
領
域
ど
し
て

確
定
を
し
う
る
わ
け
で
あ
る
。

　
四
、
産
業
報
国
運
動
分
析
の
課
題

　
産
業
報
国
運
動
の
分
析
が
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
分
析
の
一
環
に

ほ
か
た
ら
な
い
と
い
う
そ
の
位
置
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
明
ら
か
に
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
課
題
は
、
国
家
論
的
視
角
か
ら
す
れ
ぱ
、
労
資
協
調
機

構
の
動
揺
が
、
政
治
的
国
家
の
弱
化
と
重
な
る
か
ぎ
り
で
、
フ
ァ
シ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
四
四
二
）

ム
の
も
と
で
金
融
寡
頭
制
支
配
強
化
の
一
環
と
し
て
労
働
組
織
を
編
成

強
化
せ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
必
然
性
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

こ
の
時
期
の
労
資
協
調
機
構
の
脆
弱
性
と
政
治
的
国
家
の
動
揺
と
を
、

階
級
闘
争
に
撹
定
さ
れ
た
運
動
の
内
容
を
も
っ
て
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
前
提
と
し
て
確
定
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
内
的
連
関
で

あ
る
。
こ
の
内
的
連
関
の
解
明
な
し
に
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
は
段

階
か
局
面
か
と
い
う
論
争
に
最
終
的
決
着
を
つ
げ
る
こ
と
は
因
難
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
金
融
寡
頭
制
の
政
治
・
経
済
的
支
配
機
能
は
、
国

家
独
占
的
規
制
の
拡
大
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ぱ
国
家
独

占
的
規
制
を
縮
小
す
る
な
か
で
な
お
十
分
に
強
力
で
あ
る
こ
と
が
あ
り

う
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
と
き
に
は
金
融
寡
頭
制
支
配
を
強
め
る
た

め
に
金
融
寡
頭
制
支
配
の
再
組
織
編
成
を
も
と
に
政
体
を
変
え
る
場
合

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
は
、
杜
会
の
全
機
構
の
把
握
に
よ
っ
て
の
み
、

そ
の
杜
会
の
発
展
史
的
位
置
が
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
国
家
独
占
的

観
制
そ
の
も
の
の
み
で
確
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
さ
て
、
っ
ぎ
の
課
題
は
、
産
業
報
国
運
動
と
労
働
運
動
の
対
抗
過

程
の
中
で
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
と
し
て
労
働
運
動
が
ど
こ
ま
で
成
熟

し
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
成
熟
度
の
違
い
は
、
戦
後
の
、
と



く
に
戦
争
直
後
の
政
体
の
在
り
よ
う
を
大
き
く
規
定
し
た
。
課
題
に
お

げ
る
こ
の
よ
う
な
理
論
領
域
に
か
か
わ
っ
て
、
産
業
報
国
運
動
そ
の
も

の
の
崩
壌
過
程
を
労
資
協
調
機
構
の
破
産
（
最
低
生
活
保
障
機
能
の
喪
失
）

と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
五
、
労
資
協
調
機
構
と
杜
会
・
労
働
政
策

　
労
資
協
調
の
杜
会
的
機
構
は
、
国
民
の
最
低
生
活
の
維
持
の
た
め
の

労
資
の
自
主
機
構
を
杜
会
的
に
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
者
階
級
の
権
利
が
ひ
ど
く
抑
制
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
機
構
の
機
能
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
国
家
の
介

入
は
、
政
治
的
で
は
な
く
経
済
的
介
入
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
資
本
家
団

体
、
労
働
者
団
体
、
国
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
広
義
の
労
資
関
係

（
Ｈ
邑
易
三
竺
零
一
註
◎
易
）
と
い
う
観
念
の
成
立
す
る
根
拠
が
あ
る
。
し

か
し
、
国
家
の
こ
の
よ
う
な
経
済
的
介
入
は
、
事
実
は
政
治
的
介
入
に

よ
る
労
働
者
階
級
の
権
利
の
抑
圧
と
一
体
的
過
程
と
し
て
進
行
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
国
家
介
入
の
一
体
的
過
程
こ
そ
、
杜
会
・
労
働
政
策

の
内
部
連
関
構
造
を
規
定
し
て
い
る
。
杜
会
・
労
働
政
策
の
こ
の
構
造

は
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
も
と
で
は
労
働
基
本
権
の
抑
圧
と
杜
会
保

険
の
一
応
の
拡
張
に
よ
っ
て
特
徴
づ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
杜
会
保
険
の
一
定
の
拡
張
　
　
た
だ
し
失
業
保
険
を
欠
い
て
い
る

　
　
　
　
共
同
研
究
室

こ
と
自
体
が
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
杜
会
・
労
働
政
策
の
内
的
連
関
を

示
し
て
い
る
　
　
に
よ
っ
て
国
民
の
最
低
生
活
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か

ぎ
り
、
産
業
報
国
運
動
の
破
産
は
一
応
回
避
さ
れ
る
。
と
く
に
、
民
主

主
義
に
対
す
る
闘
争
が
弱
い
場
合
に
お
い
て
は
そ
う
で
あ
る
。
労
資
協

調
の
杜
会
的
機
構
が
、
金
融
寡
頭
制
支
陀
の
強
化
過
程
で
そ
の
強
化
の

内
容
に
規
定
さ
れ
た
杜
会
・
労
働
政
策
の
内
的
連
関
構
造
に
よ
っ
て
相

応
す
る
彩
態
で
も
っ
て
維
持
さ
れ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
は
じ
め
て
、

産
業
報
国
運
動
と
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
六
、
具
体
的
分
析
の
た
め
の
理
論
的
準
備

　
産
業
報
因
運
動
に
か
ん
す
る
こ
う
し
た
視
角
と
課
題
に
も
と
づ
く
分

析
は
、
戦
後
論
争
の
中
で
問
題
と
な
っ
た
諸
課
題
に
つ
い
て
一
定
の
整

理
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
諾
課
題
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
い
ま

整
理
す
る
余
裕
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
争
諸
課
題
を
整
理
す

る
に
当
た
っ
て
、
と
く
に
杜
会
構
成
体
の
理
論
の
明
確
化
が
必
要
で

あ
る
が
、
そ
の
場
合
留
意
す
べ
き
点
は
階
級
・
階
級
闘
争
の
杜
会
構
成

体
に
お
げ
る
位
置
で
あ
る
。
杜
会
構
成
体
の
理
論
は
、
そ
の
中
に
階
級

・
階
級
闘
争
を
含
ん
で
構
成
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
動
態
的
過
程

に
お
い
て
杜
会
構
成
体
を
把
握
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
。
こ
う
し
た

観
点
か
ら
理
論
的
作
業
を
開
始
す
る
に
先
だ
っ
て
必
要
た
こ
と
は
、
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）

『
資
本
論
』
の
最
終
章
（
第
三
巻
第
七
篇
第
五
二
章
）
に
つ
い
て
い
ま
少

し
深
く
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
『
資
本
論
』

最
終
章
は
途
中
で
原
稿
が
切
れ
て
い
て
極
め
て
短
い
章
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
内
容
の
豊
富
な
章
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
　
「
資
本
主
義
的
生
産

様
式
を
基
礎
と
す
る
近
代
杜
会
」
と
い
う
場
合
の
近
代
杜
会
の
概
念
内

容
、
　
「
限
界
規
定
」
を
紛
ら
わ
し
ぐ
す
る
中
問
階
層
や
過
渡
的
階
層
を

最
終
章
の
考
察
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
と
し
た
理
由
、
　
「
な
に
が

階
級
を
彩
成
す
る
の
か
？
」
と
い
う
間
い
と
、
　
「
な
に
が
賃
金
労
働
者
、

資
本
家
、
土
地
所
有
者
を
三
つ
の
大
き
な
杜
会
階
級
に
す
る
の
か
？
」

と
い
う
問
い
を
別
個
に
た
て
て
、
第
一
の
問
い
は
第
二
の
問
い
に
答
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
が
、
何
故
に
こ

の
よ
う
な
分
析
理
論
を
組
み
た
て
た
の
か
、
な
ど
多
く
の
内
容
を
含
ん

で
い
る
。
と
く
に
、
こ
の
最
後
の
間
題
に
お
げ
る
論
理
は
、
質
本
主
義

的
生
産
様
式
を
基
礎
と
す
る
近
代
杜
会
の
三
大
階
級
の
歴
史
性
（
１
１
廃

絶
）
が
、
そ
の
歴
史
性
を
と
お
し
て
階
級
そ
の
も
の
の
歴
史
性
（
１
１
廃

絶
）
を
同
時
に
表
わ
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
価
値
法

則
が
あ
ら
た
め
て
十
分
に
意
識
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
た
い
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
価
値
法
則
を
媒
介
に
し
て
私
的
所
有
の
廃
絶
を
と
ら
え
る
道
筋

こ
そ
、
階
級
闘
争
論
の
主
要
な
論
理
な
の
で
あ
る
。
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七
、
戦
時
杜
会
政
策
研
究
に
お
げ
る
産
業
報
国
運
動
分
析
の
位
置

　
戦
時
杜
会
政
策
の
研
究
は
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
杜
会
・
労
働
政

策
の
内
部
連
関
構
造
の
中
で
の
そ
の
位
置
に
規
定
さ
れ
た
性
格
に
お
い

て
、
戦
時
下
杜
会
政
策
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
戦
時
杜
会
政
策
の
内
容
を
、
こ
の
よ
う
な
論
理
の
枠
組

み
の
中
で
把
握
す
る
た
め
に
は
、
杜
会
政
策
の
本
質
を
如
何
に
理
解
す

べ
き
か
と
い
う
問
題
が
そ
こ
に
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
杜
会
政
策
の
本
質

論
は
、
そ
こ
か
ら
戦
時
杜
会
政
策
へ
の
展
開
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に

戦
後
の
杜
会
保
障
・
杜
会
福
祉
の
政
策
体
系
へ
の
展
開
を
説
明
し
う
る

論
理
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
杜
会
政
策
の
理
論
は
、
杜
会

構
成
体
の
理
論
を
導
入
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
理
論
構
造
で
と
ら
え
ら
れ
た
戦
時
杜
会
政
策
に
お
い
て
、
産

業
報
因
運
動
の
分
析
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
天
皇
制

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
杜
会
・
労
働
政
策
の
も
と
に
お
げ
る
労
働
者
階
級
の
階

級
的
成
熟
の
間
題
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
階
級
的
成

熟
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
、
労
働
組
合
運
動
と
の
対
抗
関
係
、

民
主
主
義
を
め
ぐ
る
対
抗
過
程
に
お
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
労
働
者
階
級
の
階
級
的
成
熟
の
内
容
は
、
そ

こ
で
の
杜
会
の
発
展
史
上
の
位
置
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

■



か
ぎ
り
で
は
、
産
業
報
国
運
動
の
分
析
に
よ
っ
て
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
杜
会
構
成
体
の
理
論
に
よ
る
把
握
は
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

杜
会
構
成
体
の
理
論
的
枠
組
み
の
完
成
に
よ
っ
て
、
戦
時
杜
会
政
策
の

理
論
が
経
済
理
論
た
る
に
止
ま
ら
ず
経
済
的
・
杜
会
的
理
論
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
お
い
て
戦
時
杜
会
政
策
の
そ
し
て
杜
会
政
策
の
独

自
の
理
論
領
域
が
確
定
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
報
告
要
旨
で
あ
る
が
、
当
初
、
産
業
報
国
運
動
に
か
ん
す
る

基
本
的
文
献
資
料
を
列
挙
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
た
が
、
要
旨
と
し

て
既
に
長
大
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
こ
と
に
し

た
。

共
同
研
究
室

一
四
三
　
（
四
四
五
）




